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１．研究の概要 
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取組方法・取

組実績の概要 

１． 中高生向け保育DVD教材の開発 （平成25年5月～9月） 
 福岡県柳川市F保育園の協力を得て，0歳～6歳までの年齢別に 

① 身体の発達，②食事，③衣服の着脱，④遊びの違いについて撮影。（静止画と動画） 
M高校家庭科教員の助言を参考に写真を編集。 

② 県立M高等学校でのアンケ－ト調査と開発DVD教材を取り入れた保育授業の実施 
                          （平成25年10月～11月） 
 授業実施クラスは2クラス。 

  普通科2クラス及び特別進学クラス 生徒数 計75名。保育授業回数は各クラス8回。 
   実験群：普通科Aクラスで作成DVD教材を使用。 
   比較群：普通科Bクラスと特別進学クラス 

③ 開発DVD教材の，生徒の保育に関する知識形成への効果の検証（平成25年12月） 
上記授業後，知識の定着度についてのアンケ－ト（テスト形式）を実施し，2 クラスの知

識の定着度について得点化し比較した。 

研究成果の 
概要 

研究成果の概要 
高等学校新指導要領「保育」において，幼稚園や保育所等訪問による乳幼児との触れ合い体

験が位置づけられた。触れ合い体験に望んで，高校生が乳幼児の生活や活動を適切に援助する

ためには，子どもの発達段階を実際に観察する経験が重要である。高校生に対して学習前に幼

児に対するイメ－ジ等，学習後に定着度等をアンケ－ト調査した後，実験群の生徒に直接体験

を補う教具としての DVD 教材を視聴させた。以下の 4 項目について実験群と比較群の理解度

の違いについて検討を加えた。 
〈アンケ－ト調査の結果〉6項目について記述させたところ，全体的には実験群と比較群との

間で大きな差はみられなかった。 
〈作成した保育DVDの内容〉 

１ 身体の発達（静止画：1歳から5歳までの年齢順と性別年齢別に並べた写真） 
２ 食事の仕方（動画：0歳，1歳，3歳，4歳，5歳：昼の給食） 
３ 衣服の着脱（動画：1歳，3歳，5歳：上衣とズボンまたはスカ－トの脱ぎ着とたたみ方） 
４ 遊び方（動画：1歳，3歳，5歳：絵本，ブロック，ママごと，積み木，外遊び） 
 上記4項目についての知識の定着度は，実験群と比較群の間に有意差はみられなかった。   

身体の発達や衣服の着脱については，教科書のみの比較群よりも，映像教材が加えられた実験

群の方が得点が髙かった。今回，M高等学校はいわゆる受験校であるため授業時間数が少なく，

授業者である家庭科教員の要望で，4項目とも年齢ごとに１分程度に短縮した映像を見せざるを

得なかった。もう少し長時間スト－リ－性を持たせた映像を見せることによって知識の定着度

は高まると考えられる。 
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